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視察先 項 目 調査内容

四 日 市

市

客 引 き 行 為

等 の 防 止 に

ついて

四 日 市 市 に お い て ， 客 引 き 行 為 等の 防 止

に 関 す る 条 例 の 制 定に 至 っ た 経 緯 及 び 概 要

等について調査を行った。

四 日 市 市 に おい て は ， 近 鉄 四 日 市 駅北 側

の 繁 華 街 に おけ る キ ャ バ ク ラ 等 の 客引 き 等

が 多 い た め ，観 光 客 等 か ら 苦 情 が 寄せ ら れ

ていた。

平 成 ２ ４ 年 １０ 月 ， 地 域 の 防 犯 協 議会 か

ら 客 引 き 等 を規 制 す る 市 独 自 の 条 例を 制 定

す る よ う 要 望が あ っ た 。 ま た ， 防 犯 協 議 会

は ， 四 日 市 市に 要 望 す る と 同 時 に ，三 重 県

に も 三 重 県 迷惑 防 止 条 例 の 規 制 の 強化 を 要

望していた。

防 犯 協 議 会 の要 望 に 対 す る 三 重 県 の回 答

は 「 県 内 に は ， 四日 市 市 の ほ か に 津 市 ，松

阪 市 に 繁 華 街が あ る が 客 引 き が ほ とん ど な

い た め ， 四 日市 市 の 状 況 の み で 県 下全 域 に

及 ぶ 県 条 例 は改 正 で き な い 」 と の こと で あ

っ た た め ， 四日 市 市 で は 市 独 自 の 条例 を 制

定 す る 必 要 性を 感 じ ， 平 成 ２ ５ 年 １０ 月 に

パ ブ リ ッ ク コメ ン ト を 実 施 し ， 同 年１ ２ 月

に検察庁と協議を行った。

検 察 庁 と の 協議 に お い て ， 市 の 条 例と 県

実施日 視察先 視察項目 備考

４月２４日
三重県

四日市市
・客引き行為等の防止について

４月２５日
兵庫県

伊丹市
・公共施設マネジメントについて

４月２６日
岡山県

岡山市

・北消防署の整備及びバイスタンダーフ

ォローアップについて



2

の 条 例 に は 重 複 す る 部 分 が あ り ， 二 重 処 罰

の 禁 止 等 の 問題 が あ る の で ， 警 察 と十 分 に

協議するよう指摘を受けた。

平 成 ２ ７ 年 １１ 月 ， 県 の 条 例 と 重 複し な

い ， 異 性 が 行う マ ッ サ ー ジ の 客 引 き等 を 規

制 す る 内 容 の条 例 案 を 議 会 に 提 出 し， 公 布

か ら 周 知 期 間を 置 い て ， 平 成 ２ ８ 年７ 月 に

条例を施行した。

条 例 の 施 行 後は ， 四 日 市 南 警 察 署 と協 定

を 締 結 し ， 連携 し て い る 。 警 察 出 身の 指 導

員 ４ 名 の 体 制で ， 週 ４ 日 繁 華 街 を パト ロ ー

ルしている。

ま た ， 条 例 の内 容 を 周 知 す る た め に， ビ

ジ ネ ス ホ テ ル等 へ の ポ ス タ ー の 掲 示， 中 心

市 街 地 の マ ンシ ョ ン へ の チ ラ シ の 全戸 配 付

等 を 通 じ て ，関 係 機 関 と 一 体 と な って 取 り

組んでいることをアピールしている。

こ の よ う な 条例 の 運 用 ， 広 報 活 動 が功 を

奏し，徐々に客引き等は減ってきている。

今 後 に つ い ては ， 市 職 員 の み の 指 導体 制

で は 軽 ん じ られ る 傾 向 が あ る の で ，警 察 ，

入 国 管 理 局 等の 関 係 機 関 と の 連 携 を強 化 す

る こ と ， 先 進自 治 体 に お け る 指 導 員の 派 遣

研 修 を 実 施 する こ と ， 市 職 員 の 客 引き 行 為

の 防 止 に 関 す る 積 極 的 関 与 を 促 進 す る こ

と ， 私 服 で の巡 視 等 の パ ト ロ ー ル 方法 を 工

夫 す る こ と 等 を 行 っ て い く と の こ と で あ

る。

伊丹市 公 共 施 設 マ

ネ ジ メ ン ト

について

伊 丹 市 で は 公 共 施 設 マ ネジ メ ン ト に つ い

て ， そ の 経 緯や 主 な 取 り 組 み ， 今 後の 課 題

などについて調査を行った。

平 成 ２ ３ 年 度 か ら ２ ４ 年 度 に か け て 「 公
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共 施 設 白 書 」 を 編 さ ん ， 平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月

に 改 定 し ， 平成 ２ ７ 年 ３ 月 に は ， 課題 解 決

の た め の 基 本的 な 考 え 方 を 示 し た 「公 共 施

設 等 総 合 管 理計 画 」 を 策 定 し た 。 平成 ２ ８

年 ２ 月 に は ，管 理 計 画 に 示 さ れ る 施設 分 類

ご と に ， 有 効活 用 の 方 針 を 示 し た 「公 共 施

設 再 配 置 基 本計 画 」 を 策 定 し ， 再 配置 基 本

計 画 に 沿 っ た 事 業 の 具 体 化 を 検 討 し て い

る 。 平 成 ２ ８年 ４ 月 に は 管 理 計 画 の継 続 性

を 担 保 す る 「公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト基 本 条

例」を制定している。

「 公 共 施 設 白 書 」 は ， 円 グ ラ フ に よ る 用

途 別 延 べ 床 面積 の 全 体 量 と そ の 内 訳の 表 示

や ， １ 人 当 たり の 床 面 積 を 単 位 当 たり の 指

標 で 他 市 と 比較 す る な ど ， 市 民 に 対し わ か

り や す く 公 共施 設 の 現 状 を 明 ら か にし て い

る。

「 公 共 施 設 管 理 計 画 」 は ，「 公 共 施 設 白

書 」 に よ り 浮き 彫 り に な っ た 課 題 解決 の た

め の 基 本 的 な考 え 方 を 示 し た も の で， ７ つ

の 基 本 方 針 のも と ， 総 延 べ 床 面 積 の１ ０ ％

削減を数値目標に掲げている。

「 公 共 施 設 再 配 置 基 本 計 画 」 は ， 施 設 の

用 途 ご と に 異な る 市 民 ニ ー ズ や ， 事業 を と

り ま く 環 境 に対 応 す る た め ， 分 類 ごと あ る

い は 施 設 単 位で 有 効 活 用 の 方 針 を 掲げ ， 総

合 管 理 計 画 をベ ー ス に ， よ り 専 門 的な 議 論

を 踏 ま え た 再 配 置 計 画 を 策 定 し た と の こ

と。

「 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 基 本 条 例 」 制 定

の 背 景 に は ，公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン トは 長 期

的 か つ 継 続 的な 取 り 組 み が 必 要 だ が， 社 会
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情 勢 の 変 化 や 政 策 転 換 ， 人 事 異 動 等 に よ っ

て 総 合 管 理 計画 が 風 化 し て し ま う 恐れ が あ

る た め ， 継 続性 を 担 保 す る た め の は法 的 な

根 拠 が 必 要 と い う 考 え か ら 条 例 化 し て い

る。

公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト の 取 り 組 み に 関 す

る 情 報 発 信 の取 り 組 み つ い て は ， 市民 の 関

心 や 理 解 度 はさ ま ざ ま で あ る た め ，ホ ー ム

ペ ー ジ に よ る周 知 ， 出 前 講 座 や シ ンポ ジ ウ

ム の 開 催 ， 漫画 ・ パ ン フ レ ッ ト 等 ，対 象 者

に応じた媒体で発信している。

今 後 に つ い て は ， 総 合 管 理 計 画 の 進 捗 管

理 ， 積 極 的 な民 間 資 金 の 活 用 ， 中 長期 的 な

保 全 計 画 の 策定 ， 事 業 の 具 体 化 の ため に 市

民 ， 議 会 と の合 意 形 成 を 図 っ て い くと の こ

とだった。

岡山市 北 消 防 署 の

整 備 及 び バ

イ ス タ ン ダ

ー フ ォ ロ ー

ア ッ プ に つ

いて

岡 山 市 で は ，北 消 防 署 の 設 備 概 要 ，バ イ

ス タ ン ダ ー フォ ロ ー ア ッ プ 事 業 の 概要 ， 今

後の課題等について調査を行った。

旧 北 消 防 署 の駐 車 場 が 狭 い た め 大 型消 防

車 両 に 更 新 でき な い こ と や 施 設 の 老朽 化 ，

ま た ， 近 い 将来 に 発 生 が 予 想 さ れ る南 海 ト

ラ フ 地 震 に 対応 可 能 な 耐 震 性 を 確 保す る た

め ， 岡 山 市 消 防 全 体 の 総 合 防 災 拠 点 と し

て ， 平 成 ２ ８年 ３ 月 に 現 在 の 北 消 防署 を 竣

工し，４月から運用している。

敷 地 面 積 は ５， ６ ２ ５ 平 方 メ ー ト ル， 鉄

骨 ６ 階 建 て ，延 べ 床 面 積 は ５ ， ８ ４４ 平 方

メ ー ト ル と なっ て い る 。 設 備 は ， 南海 ト ラ

フ 地 震 に 対 応可 能 な 免 震 構 造 を 採 用， ４ 階

に は ６ 階 ま で吹 き 抜 け と な っ て い る全 天 候

型 の 屋 内 訓 練室 兼 音 楽 隊 マ ー チ ン グ訓 練 室
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を 設 け て い る 。 ま た ， 外 壁 に は １ ５ メ ー ト

ル の は し ご を整 備 し ， 屋 上 に は 自 家発 電 設

備 も 備 え て いる 。 敷 地 内 に は ２ ４ 時間 燃 料

補 給 が 可 能 な 自 家 給 油 設 備 を 併 設 し て お

り ， 備 蓄 を 兼ね て ガ ソ リ ン ， 軽 油 それ ぞ れ

１ 万 リ ッ ト ル保 管 し て い る 。 他 に も特 別 高

度 救 助 隊 ， 緊急 消 防 援 助 隊 の 特 殊 車両 を 配

置 す る な ど ，総 合 防 災 拠 点 と し て の設 備 を

備えている。

バ イ ス タ ン ダー フ ォ ロ ー ア ッ プ 事 業は 平

成 ２ ３ 年 １ 月 か ら 取 り 組 み を 開 始 し て い

る 。 バ イ ス タン ダ ー と は ， 救 急 現 場に 居 合

わ せ た 人 の こと を 指 し ， バ イ ス タ ンダ ー が

心 肺 蘇 生 を 実 施 し た 平 成 ２ ８ 年 度 の 件 数

は ， 岡 山 市 内で ３ ７ ６ 人 ， 全 国 で ５９ ， ４

２ ０ 人 を 数 える 。 バ イ ス タ ン ダ ー が心 肺 蘇

生 を す る 際 の状 況 は ， 救 急 隊 員 が 日常 的 に

チ ー ム で 救 急活 動 を 行 う こ と と は 異な り ，

一 生 に 一 度 ある か な い か と い う 状 況で ， 衆

人 環 視 の 中 ，個 人 で 対 応 す る こ と にな る 。

ま た ， バ イ スタ ン ダ ー に は ， 医 学 的な 知 識

が な い た め 自身 の 処 置 が 適 切 だ っ たの か と

い う 不 安 が 常に つ き ま と う 。 こ の よう に ，

バ イ ス タ ン ダー は 心 的 ス ト レ ス を 感じ て い

る 可 能 性 が 高い に も 関 わ ら ず ， サ ポー ト す

る シ ス テ ム はほ と ん ど 存 在 し て い ない 状 況

だ っ た た め ，バ イ ス タ ン ダ ー フ ォ ロー ア ッ

プの取り組みを開始することに至った。

取 り 組 み の 内容 は ， 心 肺 蘇 生 を し てく れ

た 市 民 に 対 して ， 不 安 等 の 相 談 窓 口記 載 し

た 連 絡 カ ー ドを 配 付 し ， 不 安 等 が あれ ば 岡

山 市 消 防 局 へ 相 談 で き る こ と に な っ て お
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り ， そ の 体 制 は 岡 山 赤 十 字 病 院 が バ ッ ク ア

ッ プ し て い る。 開 始 し た 当 初 は ， 連絡 カ ー

ド の 配 付 率 が約 ４ ０ ％ と 低 く ， 相 談の 機 会

を 広 く 周 知 で き な い と い う 課 題 が あ っ た

が ， 連 絡 カ ード の サ イ ズ 等 の 工 夫 によ り ，

現 在 で は 配 付率 が ５ ２ ％ 弱 ま で 上 昇し ， 相

談件数も７名まで増加している。

相談内容は，「自分の行った心肺蘇生に自

信が無い」「自分のやり方が悪く，傷病者に

不 利 益 を 与 えた の で は な い か 」 等 の相 談 が

寄せられている。

今 後 は ， こ の取 り 組 み の な い 地 域 に対 す

る 必 要 性 の 発信 ， よ り 多 く の バ イ スタ ン ダ

ー に 対 し ， 十分 な フ ォ ロ ー が で き るよ う な

体 制 づ く り 等 に 取 り 組 む と の こ と で あ っ

た。


